
宮城県の全死亡者数
（対宮城県の全人口比）

宮城県の障がい者の死亡者数
（対宮城県の障がい者数（3市町を除く。）の比）

9,471人
（0.4%）

1,028人
（1.7%）

※東日本大震災時のデータ

高齢者や障がい者は
災害時に弱い立場に
なりやすい傾向が。 あなたの

いのちを
まもるために

もしもの時のために
避難計画の作成に

取り組んでみませんか？

大分県社会福祉協議会

助かる命を諦めないために、
地域の方と “早期避難”
する事が重要です。

【年代別死者数（80名）】

65歳以上
約79%

80代
40%

70代
18%

65～69歳
11%

60～64歳
5%

50代
11%

40代
4%

20代
1%

90代
10%

行政が把握している
情報を活用して作成

避難に関する情報の
共有等について同意
を確認

名簿と計画を日ごろ
の訓練や災害時の支
援に活用し備える

計画を作る。必要に
応じて、地域の方や
福祉の専門職の力を
借りて作成

避難行動要支援者名簿の
作成から活用まで

名簿作成

同意確認

計画作成

共有・活用



あなたのまちの担当窓口

市・町・村

課・係・班

電話

最初は、個人情報を載せるのでとても不安
でした。
でも、名簿に情報を載せることで、民生委員
さんや自治会の皆さんが気にかけてくれ
て、災害が起きた時に声をかけてくれた
り、避難の手伝いをしてくれると言ってい
ただけたのです。
ご迷惑をおかけして申し訳ない…と思い
ましたが、「お互い様だから」という言葉に
甘えてみることにしました。実際、台風が
来るというときに、近所の方や自治会の方
が避難を手伝ってくれて、ほっとしました。

災害時、ひとりでは避難が難しい方

避難行動要支援者

個人情報は大丈夫なの？
避難行動要支援者名簿と計画の内容について
共有される範囲は、各市町村によって決めら
れています。
行政が避難行動要支援者名簿を作成したの
ち、該当する方に対して「同意書」が送付さ
れます。名簿掲載と計画作成、その内容を支援
者に共有することに同意いただけた方の情報
のみが共有されます。

どんなことに使われるの？
自治会役員、自主防災組織、民生委員、福祉の
専門職など、災害時の避難を支援してくれる
人々に共有され、普段の見守り活動や、自治会
での避難訓練、個別避難計画の作成に活用さ
れます。

例）要介護3以上の高齢者、身体障害者手帳1級の方
療育手帳A１、A2の方、指定難病の方　など

どんな情報が載せられるの？

該当する方の条件は、
各自治体で決められています。

避難行動要支援者は、
各自治体で名簿として
管理されています。

・お名前 ・住所
・性別 ・電話番号
・生年月日　　　など
※各自治体によって異なります。

・妻と2人暮らし
・車いす生活
・自力で歩けず、
 妻も足が悪いため
 夫婦で避難できる
 のか心配

民生委員のBさんにすすめられて、
「避難行動要支援者名簿」に情報を掲載

命を守る行動の第一歩
として、名簿への掲載
同意、そして個別避難
計画の作成に取り組ん
でみませんか？

Aさん（男性・78歳）●事●例


